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要旨
本アプリケーションノートは、R8C/54Eグループのピン配置図を示します。

対象デバイス
R8C/54Eグループ　48ピン版
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Rev.1.00
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R8C/54Eグループ
PMCを使用した端子配置 (ピン配置図 )



R8C/54Eグループ PMCを使用した端子配置 (ピン配置図 )

R01AN0572JJ0100 Rev.1.00 Page 2 of 5
2012.03.15

1. ピン配置図

R8C/54E グループは、ペリフェラルマッピングコントローラ ( 以下、PMC) を内蔵しており、端子の配置

を標準の配置、または通信機能を優先とした配置に変更できます。

端子配置の変更は、PMCSELレジスタ (端子配置選択レジスタ )のPMCSEL2～PMCSEL0ビットで行って

ください。

【注】1. PMCSELレジスタは、一度書き込むと以降の書き込みはできません。

　　2. PMCSELレジスタの設定は、端子の入出力の設定の前に行ってください。

PMCSELレジスタの構成につきましては、ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照ください。

図 1.1にR8C/54Eグループの標準端子配置時のピン配置図、図 1.2に通信機能優先端子配置時のピン配置

図を示します。
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図 1.1 標準端子配置時のピン配置図(PMCSEL2～PMCSEL0=011b)
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注1. R8C/54EグループとR8C/54Fグループのみにあります。
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図 1.2 通信機能優先端子配置時のピン配置図 (PMCSEL2～PMCSEL0=100b)

1.1 フルスペックエミュレータ (E100)使用時の制限事項

R8C/5x グループ実 MCU とフルスペックエミュレータ（E100）では、48 ピン製品を選択する場合に端

子配置選択ビットの設定値が異なります。

E100 R8C/5xグループ実MCU
48ピン製品の標準端子配置： PMCSEL=000b PMCSEL=011b

48ピン製品の通信機能優先端子配置： PMCSEL=001b PMCSEL=100b
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注1. R8C/54EグループとR8C/54Fグループのみにあります。
注2. PMCSELレジスタで通信機能優先配置にすることで端子機能が変化する端子です。
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2. 参考ドキュメント
R8C/54Eグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
 



http://japan.renesas.com/contact/

 100-0004 2-6-2 (03)5201-5307

© 2012 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 

Colophon 1.1

http://www.renesas.com

  

 




